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☆鈴鹿市ボランティア連絡協議会 鈴鹿市ボランティア連絡協議会会長 戸口孔二 

日頃は、鈴鹿市ボランティア連絡協議会（以下ボラ連という）の活動にご理解とご支援

をいただきありがとうございます。新型コロナウイルスも 3 年目の秋を迎え、身近に感染

者を感じる今日この頃です。私たちボランティアも感染対策を行いながら各活動に取組み、

事業の延期や中止も続きますが、曙光がさしつつあることを感じます。 

当ボラ連では、運営委員会を組織し事業・研修・防災・広報の 4 部会が活動を進めてい

ます。昨今、ボランティアの高齢化により、やむなく解散した団体もあり、次世代の参加や

育成が急がれています。会議のあり方などを見直し、参加し易く効率的な取組を目指しま

す。皆様のご協力とご支援をいただきながら、一人ひとりの意見を尊重して取り組ませて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 

・・今年度の主な部会活動 上期活動報告・下期計画・・・ 

《事業部会》 
上期:1.「ボランティアの集い」令和 5年 2月に開催・2.「ふれあい広場鈴鹿」動画作りに協力 

下期:1.は 2/26 に開催・2.「ふれあい広場鈴鹿」は鈴鹿市社会福祉協議会主体に動画作りに協力 

《研修部会》 
上期：①コロナ状況：先進地視察研修は、11月に向け検討。当地に講師を招いて講演会予定 

下期：①11月先進地視察研修会（講師招く案も）。2・3月他市町村ボラ連との交流会 

《防災部会》 
上期：①防災危機管理課と第 1回目の打ち合わせ 

②The ぼらんてぃ～あ 84号防災コラム「避難」85号「復旧への備え」 

③防災視察研修の詳細決定 

下期：①12/4 桜の森公園防災視察研修会 10：00～12：00 

②「情報バンク」アンケート実施について検討 

③「The ぼらんてぃーあ 86号」防災コラム、検討作成します 

《広報部会》 
上期：①「The ぼらんてぃーあ 84号」関連の発行とボラ連HP添付を日程通り実施しました 

② 団体紹介誌発行の団体資料回収（写真・HP）使用確認しました。広報部で編集・校正 

発行/鈴鹿市ボランティア連絡協議会 
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③ボラ連の立上げ元会長と正副会長のボラ連活動の意見交換会を実施（紹介誌用） 

下期：①団体紹介誌発行に伴う関係先との交流を図り、各年齢層・各団体の要望に対応する。 

②第 85号（令和 4年 10月）86号（令和 5年 3月）SNSの進展を加味して編集します。  

 

 

  

 

鈴鹿医療科学大学ではボランティアセンターを設置し、学生に様々なボランティア情報発信して

います。新型コロナウイルスの影響により約 2 年間規模を縮小しボランティア活動行っていまし

たが、今年度は感染対策を十分に行ったうえでコロナ禍前に近いかたちで活動を再開しました。 

４月以降、学生たちは市内の高齢者の方を対象とした地域サロンや、児童を対象とした夏休みの

宿題ボランティア、そのほかショッピングセンターでの献血活動などに積極的に参加しています。   

最初は緊張しながらボランティア活動を行っていた学生たちですが、次第に自ら考え行動できる

ようになってきました。 

ボランティア活動に参加した学生からは、「今まで接することがなかった方と関われてとても良

い経験になった」「自身の知識や技能をもっと高めたくなった」「一般のボランティアの方を見て、

自分もこんな風にサポートができるようになりたいと思った」「自分が元気をもら

った」「コミュニケーションをとれなかったことが悔しかった」といった感想が聞

かれ、学生自身、多くの経験を得ることができました。 

コロナ禍でのボランティア活動が続きますが、学生や参加者の安全を確保しなが

ら今後も様々なボランティアに参加してまいります。 

 

 

 

鈴鹿医療科学大学 ボランティアセンター様のご紹介 

鈴鹿医療科学大学 
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